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令和元年第８回教育委員会会議録 

 

日   時  令和元年７月18日（木） 開会13：30 閉会14：45 

場 所 教育長室 

出 席 委 員 

教育長  宮 崎    肇 

委 員  佐々木  義 朗 

委 員  荒 井  由紀恵 

委 員  橋 場  正 人 

委 員  吉 村  恭 子 

欠 席 委 員 － 

事務局職員 

教育部長        澤 田    徹 

教育部次長       千 田  義 彦 

教育部学校指導室長   小 松  義 幸 

企画総務課長      伊 藤  樹 美 

学校教育課長      髙 橋  裕 輔 

文化施設課長      倉 島    毅 

学校指導課長      大 西  智 彦 

書 記 企画総務課総務係長   田 中  稔 大 

議 題 及 び 
議事の概要 

 別紙のとおり 
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１ 第８回教育委員会会議付議事件及び結果表 

 

令和元年７月18日（木） 13：30 開会 

 14：45 閉会 
 

事件番号 件    名 議決結果 

報告第１号 
平成３１年度千歳市標準学力検査・知能検査分析

報告書について 
報 告 済 

報告第２号 
平成３０年度指定管理者モニタリング結果の報

告について 
報 告 済 
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教育長 

 

 

 

委員 

 

教育長 

 

総務係長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

委員 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

それでは、令和元年第８回教育委員会会議を開催いたします。 

議案第１号は、非公開事案が含まれる事項であるため、秘密会にしたい

と考えますが、よろしいでしょうか。 

 

一同了承 

 

日程２ 会議録の承認について、お願いいたします。 

 

令和元年６月２８日に開催されました令和元年第７回教育委員会会議

は、議案が１件、報告が３件ございました。 

議案につきましては、議案第１号 千歳市学校給食センター運営審議会

委員の委嘱について、原案のとおりご決定いただいております。 

また、報告につきましては、報告第１号 第２５回千歳市・指宿市青少

年相互交流事業について、報告第２号 平成３０年度におけるいじめの把

握のための調査（道調査第２回）及び千歳市いじめアンケート調査（市調

査第２回）結果について、報告第３号 千歳市ブックスタート事業の実施

について、報告済みとさせていただいております。 

以上でございます。 

 

会議録の承認の件は、よろしいでしょうか。 

 

一同了承 

 

それでは、日程３ 教育長の報告に入ります。 

お手元の定例校長会資料をご覧いただきたいと思います。 

（資料に沿って、次の内容について説明） 

１．標準学力検査・知能検査結果を受けた今後の取組について 

２．いじめ対応について 

３．教職員の不祥事防止について 

４．学校における働き方改革について 

５．夏季休業中の教職員研修について 

６．中学校 英検ＩＢＡの実施について 

７．体罰防止に向けた取組の推進 

８．市Ｐ連「千歳市家庭生活宣言」達成状況アンケートの協力について 

私からの報告は以上となります。 

これについて、何かご質問等ありますでしょうか。よろしいですか。 

 

一同了承 

２ 議題及び会議の概要 
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教育長 

 

 

 

委員 

 

教育長 

 

 

 

文化施設課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、議事に入ります。 

報告第１号 平成３１年度千歳市標準学力検査・知能検査分析報告書に

ついて、説明をお願いします。 

 

一同了承（秘密会：報告済） 

 

それでは、報告第１号については、報告済みといたします。 

続きまして、報告第２号 平成３０年度指定管理者モニタリング結果の

報告について、説明をお願いします。 

 

 報告第２号「平成３０年度指定管理者モニタリング結果の報告」につき

まして、４施設のモニタリング結果について、ご説明いたします。 

なお、このモニタリング結果につきましては、７月２９日開催される総

務文教常任委員会に報告する予定となっております。 

まず、１ 青少年会館のモニタリング結果についてでありますが、配布

資料をご覧ください。 

「１ 実施事業及び内容等」は、資料に記載のとおりです。 

「２ 年間利用者数」につきましては、１万２,１９１人で、前年度と比

べ、全体で９３９人増加しております。（２） 月別の利用内訳は、 別紙

１のとおりとなっております。 

「３ 事業収支」につきまして、収入総額３６２万９,６６８円に対し、

支出総額は ３５３万２,３０４円 で、収支差引額は９万７,３６４円とな

っております。 

 年度別収支状況につきましては、別紙２のとおりです。 

次に、「４ 管理運営状況」の(１)「利用者からの評価」につきましては、

指定管理者及び市が実施したアンケートについての内容と集計結果につ

いて、記載しております。 

アンケート結果の主な項目について説明いたします。 

まず、下段ウ施設の「職員対応」につきまして、「よい」・「ややよい」

を合わせると、指定管理者で８８.３％、市で９０.３％、「ふつう」を含

めると、それぞれ ９８.１％、１００.０％となっております。 

「設備機能」につきまして、「よい」・「ややよい」を合わせると、指定

管理者で５３.７％、市で６８.６％、「ふつう」を含めると、それぞれ７

８.５％、８８.８％となっております。 

「総合的な感想」につきましては、「よい」・「ややよい」を合わせると、

指定管理者で ７１.０％、市で ８０.６％、「ふつう」を含めると、それ

ぞれ９３.４％、９４.３％となっております。 

市のアンケート結果の詳細は、別紙３－１・２のとおりであります。 
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 続きまして、（２）「事業報告書及び現地調査に基づく評価」であります

が、※印に記載のとおり、施設の運営・管理は、協定書や仕様書に基づき

適切に行われていることを確認しております。 

（３）「職員配置、意見・要望・苦情対応等、個人情報の管理」及び（４）

「施設修繕状況」については、記載のとおりです。 

 「５ 自主事業の達成状況」につきましては、提案のあった事業として、

リサイクルに関心を深める取組が行われ、参加者は７５人でした。 

 「６ 市民サービスの向上を図るための取組」でありますが、平日の開

館時間を市条例の「午後１時から午後９時まで」となっているところを、

「午前９時から」に早める取組を平成３０年度も継続したほか、花壇整備

などを通じた快適な環境整備づくり、また、ホームページによる各部屋の

空き情報を発信し、施設の利便性向上に取り組んでおります。 

 最後に、「７ 評価」でありますが、施設の維持管理、点検・修繕などの

実施による適正な施設管理や、環境に対する取組のほか、利用者アンケー

ト結果における職員の接遇態度について良い評価を受けていることは、評

価できるものであります。 

なお、冬期間における寒さ対策への要望については、引き続き対策に努

めてもらうこととします。 

 以上が、千歳市青少年会館のモニタリング結果報告であります。 

続いて、２ 千歳公民館のモニタリング結果についてご説明いたしま

す。配布資料をご覧ください。 

「１ 実施事業及び内容等」は、資料に記載のとおりであります。 

「２ 年間利用者数と利用件数」につきましては、２万８,８０１人、１,

６９９件の利用で、平成２９年度と比較して、利用者数で５９８人、利用

件数で１８件それぞれ増加しております。 

主な要因は、公民館教室の受講者が増えたことによるものであります。 

（２）の月別利用者数は、 別紙２のとおりであります。 

「３ 事業収支」につきまして、収入総額 ３,０５６万４,９７１円に対

し、支出総額は ２,９９５万４,２６６円 で、収支差引額は ６１万７０

５円となっております。 

年度別収支状況につきましては、別紙３のとおりであります。 

「４ 管理運営状況」の（１）「利用者からの評価」につきまして、指定

管理者及び市が実施したアンケートについての内容と集計結果について、

記載しております。 

アンケート結果の主な項目について説明いたします。 

まず、ウ 施設の「職員対応」につきまして、「よい」・「ややよい」を合

わせると、指定管理者で７６.９％、市で７７.３％、「ふつう」を含める

と、それぞれ９９.７％、９６.２％となっており、「設備機能」につきま
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して、「よい」・「ややよい」を合わせると、指定管理者で ５０.１％、市

で４６.７％、「ふつう」を含めると、それぞれ８５.９％、８１.１％とな

っております。 

「総合的な感想」につきましては、「よい」・「ややよい」を合わせると、

指定管理者で５７.９％、市で６０.８％、「ふつう」を含めると、ぞれぞ

れ９０.５％、８８.６％となっております。 

市のアンケート結果の詳細は、別紙４－１・２のとおりであります。 

（２）「事業報告書及び現地調査に基づく評価」でありますが、※印に

記載のとおり、施設の運営・管理は、協定書や仕様書に基づき適切に行わ

れていることを確認しております。 

（３）「職員配置、意見・要望・苦情対応等、個人情報の管理」及び（４）

「施設の修繕状況」については、記載のとおりです。 

「５ 自主事業の達成状況」につきましては、（１）の「市の仕様書に基

づく事業」では、①の「公民館教室」は、仕様書に定める「年間３５教室」

に対して、３７教室開催、②の「公民館短期教室」では、同じく仕様書の

「年間５教室」に対して、５教室開催、③の「講演会・セミナー」では、

仕様書の「年間４講座」に対して、６講座及び１回の講演会を行うなど、

「公民館教室」と「講演会・セミナー」では、仕様書で示す開催数を上回

る事業を実施しており、（２）の「指定管理者から提案のあった事業」に

つきましては、公民館まつりや活動写真展・学習成果作品展などを実施し、

多くの方が参加・来館しております。 

「６ 市民サービスの向上を図るための取組」でありますが、Wi-Fiの設

置など、利用者ニーズを反映した取組を行っております。 

最後に、「７ 評価」でありますが、館内清掃や日常的な施設の点検・修

繕により、利用者が快適に利用できる環境整備に努めているほか、公民館

教室では、短期教室として人気の高かった運動系の講座を実施するなど、

受講者数の増加につながる取組は評価できるものであります。 

また、アンケートにおいて良い評価が得られているものの、公民館教室

の講座の曜日や時間帯の変更に関する要望があることから、今後は、これ

らについて指定管理者に検討を求めることとしております。 

以上が、千歳市立千歳公民館のモニタリング結果報告であります。 

続いて、３ 図書館のモニタリング結果についてご説明いたします。配

布資料をご覧ください。 

「１ 実施事業及び内容等」は、資料に記載のとおりです。 

「２ 年間利用者数」につきましては、全体の貸出冊数は合計で ６３万

３,６６９冊、貸出人数は合計で １１万７,０２７人、予約冊数は合計で 

２万７,４０２冊となっており、平成２９年度と比べ、貸出冊数で ２２,

６８７冊、貸出人数で ５,０１７人、それぞれ減少し、予約冊数は ６５
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０冊増加しております。 

貸出冊数・貸出人数の減少は、北海道胆振東部地震に伴う３日間の休館

の影響のほか、登録者構成割合の５割を占める「２０～４０歳代」の貸出

冊数及び人数がともに大きく減少したことが要因として考えられますが、

読書離れ・図書館離れは全国的な傾向となっており、公共図書館が加盟し

ております「日本図書館協会」の調査結果によりますと、全国の公共図書

館における貸出冊数におきましても、平成２７年度から年々減少してお

り、千歳市におきましても、平成２７年度から３年連続で前年を下回った

状況となっていることから、これら減少につきまして課題として受け止め

ております。 

（２）の月別の利用内訳は、別紙１のとおりであります。 

次に、「３ 事業収支」につきましては、収入総額は１億１,２０５万９,

２６０円に対し、支出総額は１億１,１８９万１,５６４円、収支差引額は

１６万７,６９６円となっております。 

年度別収支状況につきましては、別紙２のとおりです。 

「４ 管理運営状況」につきましては、まず、（１）の利用者からの評

価でありますが、①では利用者ニーズの把握とサービスの向上のため設置

している「意見箱」には、職員の接遇態度やトイレの増設などに関するも

のが５２件寄せられております。 

②及び③は、指定管理者及び市が実施したアンケートについての内容と

集計結果について、記載しております。 

アンケート結果の主な項目について説明いたします。 

まず、ウ 施設の「職員対応」では、「よい」・「ややよい」を合わせ

ると、指定管理者で８０.１％、市で７９.７％、「ふつう」を含めると、

それぞれ９６.５％、９２.８％となっており、「設備機能」につきまして

は、「よい」・「ややよい」を合わせると、指定管理者で６６.４％、市

で７１.１％、「ふつう」を含めると、それぞれ９０.５％、８９.９％と

なっております。 

「総合的な感想」につきましては、「よい」・「ややよい」を合わせる

と、指定管理者で７４.１％、市で７２.５％、「ふつう」を含めると、そ

れぞれ９０.５％、９５.７％となっております。 

市のアンケート結果の詳細は、別紙３－１・２のとおりであります。 

（２）の「事業報告書及び現地調査に基づく評価」でありますが、※印

に記載のとおり、施設の運営・管理は、協定書や仕様書に基づき適切に行

われていることを確認しております。 

（３）の「職員配置、緊急対応、意見・要望・苦情対応、個人情報の管

理」及び（４）の「施設修繕、備品購入状況」については、記載のとおり

です。 
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「５ 自主事業の達成状況」につきましては、（１）「市の仕様書に基

づく事業」では、資料展示、講演会、講座や読書会、読書週間事業などを

開催し、また、（２）「指定管理者から提案のあった事業」では、赤ちゃ

んタイム、高齢者施設支援サービスなどを実施しており、子どもから高齢

者までの幅広い年齢層を対象とした読書活動を推進しております。 

「６ 市民サ―ビスの向上を図るための取組」でありますが、高齢者施

設支援サービスや赤ちゃんタイムの継続実施など、利用者の利便性を図っ

たところであります。 

最後に「７ 評価」でありますが、施設の安全な管理運営に努めたほか、

保育園・小学校などに対する来館学習の支援や、中学校・高等学校などか

らの職場体験の受け入れは、図書館への理解と関心を深め、利用者の増加

を図る取組として評価できるものであります。 

また、利用者ニーズなどの把握のための意見箱について、意見に対する

回答を館内に掲示し、対応する姿勢は評価できるところであり、今後も利

用者サービスの向上に努めることを指定管理者に求めるものとします。 

以上が、千歳市立図書館のモニタリング結果報告であります。 

続いて、４ 千歳市民文化センター・千歳市民ギャラリーのモニタリン

グ結果についてご説明いたします。 

「１ 実施事業及び内容等」は、資料に記載のとおりであります。 

「２ 年間利用者数と利用件数」につきまして、（１）①の市民文化セ

ンターの年間利用件数は４,２７４件、年間利用者数は１８万３,５１７人

で、平成２９年度と比べ、利用件数は３１件増加したものの、利用者数で

２２,４０３人減少しております。 

部屋別の内訳では、「大ホール」の利用者数が１３,４４８人減少して

おり、この主な要因といたしまして、前年度と比べ①自主文化事業の実施

回数が４回、入場者数が５,１９１人それぞれ減少したほか、②民間団体

などの貸館が前年度と比べ、それぞれ９回・８,２５７人減少したことに

よるものと考えております。 

文化センターで行う公演は、毎年開催する事業に違いはありますが、自

主文化事業では、平成２９年度に「ＮＨＫ歌うshow学校」で１,０５０人

の入場者、また、劇団四季による「アンデルセン」では１,９４９人とい

った大きな集客を伴う事業があったのに対し、平成３０年度は、最も入場

者数の多かったもので、「国立舞台サーカス」の７８９人であったことと、

大ホールでの自主文化事業の実施回数が減ったことが、利用者数減少の要

因と考えております。 

市民ギャラリーにつきましては、年間利用件数は６４４件、年間利用者

数は１万７,１１６人となっており、平成２９年度と比べ、利用件数・利

用者数共に減少しております。 
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（２）「施設の月別利用者数」は、別紙２、（３）「室別稼働率」は、

別紙３のとおりでありますので、後ほどご覧ください。 

「３ 事業収支」につきまして、収入総額１億９,２０６万２,３５７円

に対し、支出総額は、１億８,１９６万７,７０４円で、収支差引額は、１,

００９万４,６５３円となっております。 

収支状況の概要につきましては、記載のとおりであります。また、（２）

年度別収支状況及び施設別収支状況につきましては、別紙４に記載のとお

りであります。 

「４ 管理運営状況」の（１）「利用者からの評価」につきまして、①

は指定管理者が「自主文化事業」の来場者・参加者を対象にアンケート調

査を実施した結果であり、その結果は、記載のとおりであります。このう

ち「満足度」でありますが、「満足」が７６.３％と高い評価となってお

り、「今後見たい事業」では、例年同様、「コンサート」、「映画」が高

い割合となっております。 

②及び③は、指定管理者及び市が、市民文化センターの利用者に対して

実施したアンケートについての内容と集計結果について、記載しておりま

す。 

アンケート結果の主な項目について説明いたします。 

まず、ウ 施設の「職員対応」につきまして、「よい」・「ややよい」

を合わせると、指定管理者で５６.３％、市で５８.１％、「ふつう」を含

めると、それぞれ９４.６％、９６.５％となっており、「設備機能」につ

きまして、「よい」・「ややよい」を合わせると、指定管理者で６０.７％、

市で５０.２％、「ふつう」を含めると、それぞれ９１.９％、８６.５％

となっております。 

「総合的な感想」につきましては、「よい」・「ややよい」を合わせる

と、指定管理者で６２.３％、市で５８.１％、「ふつう」を含めると、そ

れぞれ８７.５％、９０.０％となっております。 

市のアンケート結果の詳細につきましては、別紙５－１・２のとおりで

あります。 

⑤と⑥は、指定管理者及び市が、市民ギャラリーの利用者に対して実施

したアンケートについての内容と集計結果について、記載しております。 

アンケート結果の主な項目について説明いたします。 

まず、ウ 施設の「職員対応」につきまして、「よい」・「ややよい」

を合わせると、指定管理者で６９.６％、市で６２.０％、「ふつう」を含

めると、それぞれ１００.０％、９８.０％となっており、 

「設備機能」につきましては、「よい」・「ややよい」を合わせると、

指定管理者で４５.７％、市で６２.０％、「ふつう」を含めると、それぞ

れ８４.８％、９２.０％となっております。 
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教育長 

 

委員 

 

教育長 

「総合的な感想」につきましては、「よい」・「ややよい」を合わせる

と、指定管理者で５４.４％、市で５８.０％、「ふつう」を含めると、そ

れぞれ８４.８％、９０.０％となっております。 

市のアンケート結果の詳細につきましては、別紙６－１・２のとおりで

あります。 

（２）「事業報告書及び現地調査に基づく評価」でありますが、※印に

記載のとおり、施設の運営・管理は、協定書や仕様書に基づき適切に行わ

れていることを確認しております。 

（３）「職員配置、意見・要望・苦情対応等、個人情報の管理」及び（４）

の「施設の修繕状況」については、記載のとおりであります。 

「自主事業の達成状況」については、（１）の「市の仕様書に基づく事

業」につきまして、表に記載のとおり９つのジャンルで２５の事業を実施

し、入場者数は、６,４２２人であり、（２）の指定管理者から提案のあ

った事業につきましては、７つの事業を実施し、入場者数は、１,４３０

人でありました。 

「６ 市民サービスの向上を図るための取組」につきましては、文化セ

ンター照明設備の計画的なＬＥＤ化の実施、Wi－Fi設置による利用者の利

便性向上、施設利用受付の時間延長の継続実施、文化センター・市民ギャ

ラリー利用団体による「利用促進懇談会」における意見を反映させた取組

を行っております。 

最後に、「７ 評価」でありますが、自主文化事業については、入場者

数・自主事業収入ともに平成２９年度を下回りましたが、様々なジャンル

の公演を行い、市民の芸術文化鑑賞機会の充実を図る取組は評価できるも

のであります。 

また、自主文化事業の企画運営については、アンケート調査による利用

者ニーズに対応したものを実施し、参加者の満足度は良い評価が得られて

いることは評価できるところであり、今後も利用者サービスの向上に努め

ることを指定管理者に求めるものとします。 

以上が、千歳市民文化センター・市民ギャラリーのモニタリング結果で

あります。 

これをもちまして、文化施設課所管の指定管理施設４件のモニタリング

結果についての説明とさせていただきます。 

 

ただいまの説明に対して、ご意見、ご質問等はありますでしょうか。 

 

 一同了承（報告済み） 

 

 それでは、報告第２号については、報告済みといたします。 
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学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

日程６その他に入ります。その他事務局から何かありますか。 

 

その他として、教科書採択における法令の遵守について、ご説明させて

いただきたいと思います。 

本日は、「教科書採択における法令遵守について」という、文部科学省

通知をつけたものをお配りしております。 

例年、説明をさせていただいているものでありますが、本日配布した資

料は、本年６月に発出された「教科書採択における法令遵守について」の

文部科学省通知、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第１４条

の抜粋資料、令和２年度使用小学校用教科書発行者及び中学校用教科書発

行者の一覧であります。 

昨年度の教科書採択に当たっても、同様のご説明をさせていただいたと

ころですが、本年、大阪府内の自治体において、教科書の執筆に携わる教

育委員が、自らが関与する教科書に係る採択を行う教育委員会会議の議事

に参加していたことが明らかになったことを受けまして、教科書採択にお

ける公正確保の徹底等が求められているところであります。 

つきましては、先ほどお示ししました教科書発行者一覧をご参照の上、

三親等以内の親族、これには叔父、叔母、おい、めいまでが含まれますが、

これらの会社に勤務する者がないかどうか、今一度ご確認をいただきます

ようお願いいたします。 

もし、仮にそういう方、関係者がいらっしゃるということになりました

ら、教科書採択に係る議事に関してのみ、当該教育委員の方には議事から

外れていただくという形の取扱いになろうかと思います。 

私からは、以上であります。 

 

 もし、該当する方がいらっしゃった場合は、学校教育課長までお知らせ

いただければと思います。 

 これをもちまして、本日の教育委員会会議を終了します。お疲れ様でし

た。 

 


